
 

平成２３年度予算概算要求に係る新規事業採択時評価 

 

事業の概要 

事業名 
那覇空港
な は く う こ う

自動車道 

一般国道５０６号 小禄
おろく

道路 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

内閣府 

沖縄総合事務局 

起終点 
自：沖縄

おきなわ

県那覇市鏡水
 なは  かがみず

 

至：沖縄
おきなわ

県豊見城
と み ぐ す く

市名嘉地
な か ち

 
延長  ５．７㎞ 

事業概要  

那覇空港自動車道は、沖縄県那覇市から中頭
なかがみ

郡西原町
にしばらちょう

に至る延長約２０ｋｍの一般国道の自動車専用道路で

あり、これまでに約１２ｋｍが供用済みである。 

 小禄道路は、那覇空港自動車道の一部を構成する道路で、那覇市鏡水から豊見城市名嘉地に至る延長５．７

ｋｍの自動車専用道路である。 
事業の目的、必要性  

小禄道路は、国道 331 号小禄地区の交通容量の確保、那覇中心部における通過交通の削減、那覇都市圏の渋

滞緩和、沖縄本島中北部から那覇空港への定時制・速達性の確保に寄与するものである。 

全体事業費  約６２０億円 計画交通量 13,500～36,600台／日 

事業概要図  

  

              
 

 
関係する地方公共団体等の意見  

 那覇空港等交通拠点や主要拠点へのアクセス性を向上し、産業振興や人、物の交流の活性化、地域活性化を

図るために小禄道路の整備促進が必要であるため、予算化に同意いたします。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

 新規事業化については、妥当である。 

 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益 ：便益が費用を上回っている 

 手続きの完了：都市計画決定済み（H21.5.1）であり、円滑な事業執行の状況が整っている。 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ １．４ 

総費用 ４３７億円 総便益 ６０１億円 基準年  

事業費： 435億円 

維持管理費： 2.4億円 

走行時間短縮便益： 453億円 

走行費用減少便益： 76億円 

交通事故減少便益：  71億円 

平成22年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C=1.0 （交通量 -10 ％） B/C=1.5 （交通量 +10 ％） 

事業費変動 B/C=1.3 （事業費 +10 ％） B/C=1.5 （事業費 -10 ％） 

事業期間変動 B/C=1.3 （事業期間 +20 ％） B/C=1.5 （事業期間 -20 ％） 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ◎ 

小禄道路の並行区間の渋滞緩和が見込まれる。 

 

【渋滞損失時間の改善】 並行区間；整備前約53.6万人時／年 ⇒ 約16.4万人時／年 

那覇都市圏；整備前約1,336.0万人時間／年  

⇒ 約1,242.4万人時間／年 

（93.6万人時間／年削減）

【1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間】約18.1万人時／年km、約5.3万人時／年万台km（現況）

沖縄県平均：約４．１万人時／年km（約4.4倍） 

全国平均 ：約２．０万人時／年km（約9.0倍） 
 

事故対策 〇 

交通を分散させることにより事故件数の減少を図る事業である。 

 

【死傷事故率】約92.7件／億台キロ（現況） （死傷事故率比（県内平均比）1.2（現況）） 

沖縄県平均：約 ７８．８件／億台キロ（約1.2倍） 

全国平均 ：約１０２．６件／億台キロ（約0.9倍） 

 

歩行空間 － 注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ○ 交通混雑の緩和により、地域住民の円滑な移動が確保できる。 

地域経済 ○
那覇空港と高速ネットワークが接続し、定時性、速達性が向上 

沖縄自動車道（西原
にしはら

JCT）～ 那覇空港までの所要時間約19～28分⇒約14分 

災 害 － 注目すべき影響はない。 

環 境 ○
並行区間の沿道環境の改善：CO２5,476t- CO２/年削減、Nox17.5t/年削減、SPM1.7t/年

削減 

地域社会 ○
救急医療施設へのアクセスが向上するとともに、患者への負担軽減が計られる。 

那覇空港までのアクセスが向上し、物流の効率化につながる。 

事業実施環境 ○
・平成21年5月1日付け、都市計画決定済み。 

・那覇空港自動車道（豊見城東道路）、沖縄西海岸道路（那覇西道路、豊見城道路）と一体的

な整備が必要。 

 

対応方針 
 費用便益比が１．４と便益が費用を上回っているとともに、都市計画手続が完了し、事業採択の前提条件が確認

できる。 

 また、当該事業箇所の現況渋滞損失時間が高いため、事業実施による改善効果は大きく、渋滞対策の必要性・効

果は高いと判断できる。 

 以上より、本事業を平成２３年度予算概算要求の新規事業箇所として要求する。 
 

 

 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志     

  ※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

 

位置図 沖縄県
おきなわ  

 

那覇西道路 

豊見城東道路 

小禄道路 
L=5.7km 

南風原道路 

那覇空港自動車道 延長約 20km 

沖縄自動車道 



那覇都市圏における計画段階評価 

１．那覇都市圏の課題 

中心部の交通渋滞
②中心部への通過交通の流入

中心部の交通渋滞
 ○混雑時の旅行速度は全国の県庁所在地でワースト１位（14km/h）（図１） 

 ○那覇市内を通過する国道58号、329号、331号などで渋滞が発生（図２） 

○沖縄本島中北部から那覇空港への定時性・速達性が無い

②中心部 の通過交通の流入
 ○沖縄本島中北部～南部間の交通のうち、約7割（約3万台/日）が 国道58号、 
   国道331号等を利用し、那覇中心部を通過。（図５） 
 ○那覇西道路等の整備により、那覇中心部の通過交通は減少するものの、小 
   禄地区における環状道路が未完成のため、依然として約4割（約2.5万台/日） 

が那覇中心部を通過 （図 ）
 ○沖縄本島中北部から那覇空港 の定時性 速達性が無い

※那覇空港～沖縄自動車道(約10km)の移動時間は19～28分 
       が那覇中心部を通過。（図５、６）

ワースト1位（約14ｋｍ/ｈ） 

沖縄自動車道

那覇空港 

沖縄自動車道

那覇市 

那覇中心部を通過 
しない交通 

那覇中心部を通過 
する交通 

那覇空港

図１ 県庁所在地の混雑時の旅行速度比較 

析

図２ 那覇都市圏の混雑時の旅行速度（現況） 

豊見城東道路 

南風原道路 

資料：H17道路交通センサス 

那覇空港

資料：H17道路交通センサス 

①直轄国道における交通容量不足 
 ○幹線道路となる直轄国道で交通容量が不足、混雑度が高い状態（図３） 

○那覇西道路等 現在実施中の事業が供用した場合 未対策区間である国道

２．原因分析 

②

② 

②

② 

 ○那覇西道路等、現在実施中の事業が供用した場合、未対策区間である国道  

  331号小禄地区に交通需要が集中し、交通混雑が現況より悪化（図４） 

沖縄自動車道 
沖縄自動車道

① 

① 

②

（交通量推計結果） 

沖縄自動車道

① 

① 

②

３ 政策目標

図５ 沖縄本島中北部～南部間の交通流動 

那覇空港 

那覇市 

那覇空港 

331号 
小禄地区

那覇西道路 

南風原道路 

沖縄自動車道

那覇市 

⇒国道３３１号小禄地区における対策が必要 

沖縄自動車道

図６ 那覇都市圏における道路整備 

図３ 那覇都市圏の混雑状況（現況） 
①直轄国道の交通容量確保による渋滞緩和 

②中心部における通過交通の削減 

３．政策目標

豊見城東道路 

南風原道路 

図４ 那覇都市圏の混雑状況 
（将来（実施中の事業が全て供用後）） 

小禄地区

豊見城東道路 豊見城 
道路 

331号 
小禄地区 

（交通量推計結果） 資料：H17道路交通センサス 



那覇都市圏における計画段階評価 

４．対策案の検討 

現道の交通容量が不足しており、定時性・
速達性があまり向上しない 

現道の交通容量が不足しており、定時性・
速達性があまり向上しない 

×

国道３３１号（現道） 国道３３１号（現道）新設道路 新設道路 国道３３１号（現道）

× 
対応方針：案①による対策が妥当 
 

【計画概要】 
・一般国道路線名：一般国道506号 
・区間：那覇市鏡水～豊見城市名嘉地 
・概略延長：5.7km  ・標準車線数：４車線 

国道３３１号（現道） 国道３３１号（現道）新設道路 新設道路

 

  
都市計画決定等の状況

（参考）当該事業の経緯等 

概略延長 標準車線数 車線
・設計速度：80km/h ・概ねのルート：図７案①の通り 

 

至 糸満市 

国道331号 

至 那覇市街地 

案① 標準断面図 案①‘ 標準断面図 案② 標準断面図 

豊見城東道路 

都市計画決定等の状況
    H 4.9月:第３次沖縄振興開発計画（内閣総理大臣決定）に位置づけ。 
    H14.7月:沖縄振興計画（内閣総理大臣決定）に位置づけ。 
    H21.5月:案①により都市計画決定済み。 
 

地域の要望等

案③ 

案② 

至 那覇市若狭 

国道331号 

地域の要望等 
    S63以降、那覇空港自動車道建設期成会等が国交大臣等へ要望書を提出(50回以上) 
    H19. 4月:那覇空港自動車道建設促進期成会が総決起大会を開催。 
    H21.12月:沖縄県知事から内閣府担当大臣宛小禄道路の要望書を提出。 
    H22. 6月:沖縄県知事から内閣府担当大臣宛小禄道路の新規事業化を要望 
 

案① 
那覇空港 

県道那覇空港線 
国道331号 
（豊見城道路） 

至 糸満市 

図７ 国道331号小禄地区における対策案検討 



都市計 決定等 状

１．事業概要 
な が ず す な

那覇空港自動車道 小禄道路 

３．地元調整の経緯等 

お ろ く 

都市計画決定等の状況
    H 4年 9月:第３次沖縄振興開発計画（内閣総理大臣決定）に位置づけ 
    H14年 7月:沖縄振興計画（内閣総理大臣決定）に位置づけ 
    H21年 5月:都市計画決定 
 地域の要望等 

年 空港自 車道建 促進期成会が総決起 会を 催

 ・起  終  点：沖縄県那覇市鏡水～沖縄県豊見城市名嘉地  
な は    かがみず                 と み ぐ す く     な   か   ち

 ・延  長  等：５．７ｋｍ（４車線、設計速度８０km/h） 

 ・全体事業費：約６２０億円 

 ・計画交通量：約３６，６００台／日 
 H19年 4月:那覇空港自動車道建設促進期成会が総決起大会を開催 

    H21年12月:沖縄県知事から内閣府担当大臣宛小禄道路の要望書を提出 
    H22年 6月:沖縄県知事から内閣府担当大臣宛小禄道路の新規事業化を要望 
  H22年 8月:沖縄県知事より本事業の予算化について了解  ・総費用（Ｃ） ： 約４３７億円 

 ・総便益（Ｂ） ： 約６０１億円 

乗用車 小型貨物 普通貨物 

約27,700台/日 約5,700台/日 約3,200台/日 

 ・Ｂ  ／   Ｃ   ： １．４ 
４．整備効果 

効果１ 小禄地区の交通容量の確保 

・小禄道路の整備により 国道331号小禄地区

 ・経済的内部収益率（EIRR）：５．５％ 
※1：総費用、総便益については、基準年(Ｈ22年)における 
   現在価値を記入。 
※2：総便益には、3便益（走行時間短縮便益、走行時間 
   経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。 

那覇空港

那覇市 

２．道路交通上の課題 

小禄道路の整備により、国道331号小禄地区

  における交通容量を確保。(図４) 

 【国道331号 那覇市具志地先における混雑度】 

   現況 1.4 ⇒  整備後 0.9 
①直轄国道における交通容量不足  

※3：今後の交通需要推計の見直し等を踏まえ、B/Cに 
   ついては総点検において確認することとしているが、 
   概略の検証を行ったB/Cは１．１。 

 ぐ し 

沖縄自動車道 

図4 那覇市周辺の混雑状況（小禄道路整備後） 

那覇空港

資料：交通量推計結果 
豊見城東道路 

小禄道路 

那覇市具志 

図1 事業位置図  

 ・幹線道路となる直轄国道で交通容量が 
   不足し、混雑度が高い状態。（図２） 
 ・現在事業中の事業が全て供用した場合、 
   未対策区間である国道331号小禄地区に 
   交通が集中し、混雑度が現況より悪化。 

はえばる 

効果２ 那覇中心部における通過交通の削減 

 ・沖縄自動車道、南風原道路、豊見城東道路等 

   と一体となって環状道路を形成することにより、 

本島中北部から南部間の通過交通が転換 （図５）

那覇空港 

豊見城東道路 

南風原道路 

那覇市 

国道331号 
小禄地区  資料：H17道路交通センサス 

 と み ぐ す くひがし 

通 集中 、混雑度 現 り 。
 本島中北部から南部間の通過交通が転換。（図５）

 【那覇中心部を通過する交通の割合】 

   現況 ６９％  ⇒  整備後 ２８％ 

那覇中心部を通過

図2 那覇都市圏の混雑状況（現況） 

②那覇中心部への通過交通の流入 

 ・沖縄本島中北部～南部間の交通のうち、 
   約7割（約3万台/日）が 国道58号、331号 
   等を利用し、那覇中心部を通過。（図３） 

小禄道路 

図5 那覇市周辺の道路整備 効果３ 定時性・速達性の確保 

 ・沖縄本島を縦貫する沖縄自動車道に高規格 

    幹線道路として接続することにより、高速ネット 

  ワークが形成され、沖縄県の玄関口である那覇 

空港 の定時性 速達性が向上 （図 ）

那覇中心部を通過 
      しない交通 

那覇中心部を通過
         する交通  ・現在事業中の事業が全て供用した場合、 

   通過交通は減少するものの、依然として 
   約4割（2.5万台/日）が那覇中心部を通過。 

那覇西道路 沖縄自動車道 

     ：現況の最短ルート 
     ：整備後の最短ルート 

西原JCT 

那覇空港 

 空港への定時性・速達性が向上。（図６）

 【那覇空港～西原JCT間の移動時間】 

   現況 約19分～28分 ⇒ 整備後 約14分  

  

 にしはら 

図3 那覇市本島中北部～南部間の交通流動 
図6 那覇空港～西原ＪＣＴ間の所要時間 

現況 ：約19分～28分
↓ 

整備後：約14分 

国道331号 

小禄道路 

豊見城東道路 

南風原道路 

（現況：Ｈ１７年ｾﾝｻｽ／整備後：交通量推計結果）   

(交通量推計結果) 



お ろ く 

那覇市 豊見城市
豊見城東道路

凡 例 

対象区間 

トンネル構造

那覇空港自動車道 小禄道路 
お ろ く 

覇 見城

那覇西高校 

豊見城東道路 

平成苑

（終）豊見城市名嘉地 
小禄駅 

一般国道 

橋梁構造 

モノレール 

一般県道 

コントロールポイント 

トンネル構造 

名嘉地交差点 
な か ち 

金城中学校 

金城小学校 

赤嶺団地 

平成苑 

豊見城・名嘉地IC 
とみぐすく    なかち 

赤嶺駅 

自衛隊 

赤嶺交差点 
あかみね 

安次嶺交差点 
あしみね 

陸上自衛隊那覇駐屯地 国土交通省レーダー基地 

現道（国道331号） 
H17： 33,895台/日 

H42： 25,300台/日（小禄道路整備あり） 

航空自衛隊那覇基地 モノレール整備場 
燃料タンク 

拝所 

豊見城警察署 
（仮称）那覇空港IC 

なはくうこう 

（仮称）瀬長IC
せなが 小禄道路 

H42： 36,600台/日 

空港南側交差点 

那覇空港駅 

那覇空港 

那
覇
市
鏡

（起） 

小禄道路 延長5.7ｋｍ 

（仮称）瀬長IC 

空港北側交差点 
瀬長交差点 

せなが 

鏡
水 

橋梁 

（15ｍ） 

橋梁 

（1540ｍ） 

トンネル 

（874ｍ） 

国道３３１号（現道） 新設道路 

（仮称）瀬長IC 豊見城・名嘉地IC 
費用対便益の詳細 

 標準断面図 

（仮称）那覇空港IC 

※費用対便益算定上の事業期間は１０年としている。 


